研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　職　種　　介護福祉士　　　氏　名　　庭田　太樹

	期　　間　　平成２０年１1月　１日　～　平成　　年　月　日

	出張目的　第10回アルツハイマーフォーラムin青森　

	出 張 先　青森市文化会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

メインテーマを「生きることへの支援」～認知症の人と家族の生活を考える～とし、今回参加させて頂いた。まず初めに、患者様の立場として、約３年前にアルツハイマー認知症と診断された男性による「私の不便さとその対策」と題した基調講演から始まった。この中では、日常生活の中で困っていることに対しての対策を患者様の口から直接伺うことができた。私にとっては、新たな発見もありまた、患者様からの立場として「こういうことはして欲しくない。」など、自身も気をつけねばならない事がたくさんあることを知った。

次に、「認知症の人と家族への支援」と題して看護する立場からの講演を聞いた。この中では、施設入所へ至るケースは実に様々であり、入所後の利用者様のケアは勿論だが、そのご家族に対する配慮というのは今後のサービス向上に影響するということを知った。入所後にご家族は、今までの辛さから解放されるわけではなく、入所後も肉体・精神共に休む暇がないということを知った。その気持ちの背景を施設スタッフが汲み取ることで、相互理解が深まり、クレーム件数の減少にも繋がるのではないかと考えた。

次の特別講演では「[家族の会]の役割・医療福祉の役割・薬の役割」と題して全国４３都道府県に支部を持つ、（社）認知症の人と家族の会の代表理事の方からの講演を聞いた。

介護をする家族の立場としての意見を聞くことができ、今まで施設で働いていた自分にとって、ご家族の気持ちを理解していたつもりだったが、現実を垣間見ることができ理解不足だったことに気付いた。介護保険施行からおよそ２０年経ち、本当に辛い思いをしてきたのは在宅で介護を続けていた家族であり、その中で家族が生き抜いていく為の選択をしてきた事は言うまでもない。今後、老健施設としてご家族にできる支援はもっとあるのではないかということと、現在、南山苑でも行われている家族会の開催について主催側である私たちが、よりご家族にとって今後の希望となり生きていく活力になるような内容にするよう努力が必要と思われた。

最後にパネルディスカッションが行われたが、この中で、患者代表の佐藤雅彦氏に会場からの質問があり「されて嫌なことはありますか？」という質問に対して「赤ちゃん言葉で接するのはやめて欲しい。私たちにも人としての尊厳がありますから。」という答えがあった。患者様との信頼を築いていく中で忘れがちな、相手を尊重するという言葉遣いと姿勢を改めて気付かせて頂きました。

【基調講演】

患者様の立場から　演題「私の不便さと、その対策」

講師　患者代表　佐藤　雅彦　様

（プロフィール）

１９５４年岐阜県に生まれ、大学の理工学部数学科を卒業後教員をへて、コンピュータ会社にシステムエンジニアーとして入社する。

仕事とマンション管理組合の理事長の働きで多忙をきわめ、体調をくずし、事務職をへて配送グループに配属される。１９９４年洗礼をうけ、クリスチャンになる。

　２００４年頃より記憶障害あり、２００５年にはアルツハイマー型認知症と診断され翌年には、２５年勤めた会社を退職する。

【考察】

青森県内で、認知症と診断された方が公の場で言葉を発するということは、おそらく初めてのことである。

認知症に至った経緯と様々な葛藤や毎日不安と闘っている講師の言葉で「不便ではあっても、決して不幸ではありません。」という言葉に非常に感銘を受けた。あえて使うが「呆ける」ということは、イコール「不幸」に直結しないということを改めて感じさせてくれたと同時に、今認知症を抱えて生きている方、これから認知症になるかもしれない方にとっての支援とは、まさに今回のアルツハイマーフォーラムのメインテーマである「生きることへの支援」に他ならないと思う。

認知症の看護について　演題「認知症の人と家族への支援」

講師　青森県立保健大学　保健学科部　看護学科　講師　吹田　多起子　様

青森県立保健大学看護学科卒業研究から

1、 在宅認知症高齢者を介護する主介護者の生活の実態と介護に対する思い

· 介護による生活への影響

『体力・気力の減退』『自由な時間の減少』『子育てへの影響』

· 自分の生活を守るための時間のやりくり

『社会資源の利用』『家族の協力』

· ストレス解消法

『他者との交流』『趣味』『温泉』『ストレスへの対応の変化』

· 今後の在宅介護に対する思い

『認知症の進行に対する不安』『自分の健康への不安』『サービス利用に対する思い』『見取りに対する思い』

· 在宅介護を継続していく上での要望

＜人材の育成＞＜個人を尊重した対応＞等の『ケア提供者・施設に対する要望』

＜介護者に対する支援＞＜核家族化による介護への影響＞等の『行政に対する要望』

『認知症に関する知識の普及』

· 介護継続の要因

＜周囲への周知＞＜社会資源の利用＞等の『環境』

＜介護者の性格＞＜高齢者への思い＞等の『介護の捉え方』

2、 認知症高齢者を介護する家族の思い～施設入所に至るまでと施設入所後について～

· 施設入所に至るまでの思い

『介護に対するストレス』『不安』『周囲の言動に傷つく』『家族会に救われた』

· 施設入所に対する思い

『離れたくない』『家でみたいが自信がない』『葛藤できない』『本人の同意が救い』

· 入所直後の思い

『ケアへの不満』『今後の不安』『罪悪感』『寂しい』

· 認知症高齢者を介護する家族は、施設入所に至るまでの間、在宅で介護したいという思いと、[介護に対するストレス][共倒れの不安][病状悪化への不安]という思いの中でジレンマを感じていた。

· 介護家族は施設入所により心理的負担がなくなるわけではなく、施設入所後も面会などによる身体的負担や心理的負担が継続していた。

· 介護者が要介護者や介護に対する思いを表出できるような機会を作るとともに、在宅での生活や家族の介護力、家族関係など総合的にアセスメントし、家族全体を捉えながら、継続的な関わりを持つ必要がある。

【考察】

今まで、老健のスタッフとして入所されている方の御家族の意見は良く聞くように努めてきたが、自分の認識とは異なる点が多く見られた。

まず、入所後の家族の心理として面会等での身体的負担と今後の不安等による心理的負担は永続的に続いているという点である。施設に入所した事で、全てが改善されるわけではなくその家族の背景など様々な要因により、家族も常に不安を抱えているという事は正直考えもしなかったことである。今の日本（特に地方は）では、『施設に入れる』ということがどうしてもマイナスのイメージにしか繋がらないという背景の中、家族の苦悩は計り知れないものだと感じた。

【特別講演】

演題　「家族の会」の役割・医療福祉の役割・薬の役割

講師　（社）認知症の人と家族の会　代表理事　高見　国生　様

社団法人　認知症の人と家族の会は

１９８０年に「呆け老人をかかえる家族の会」として結成。以来、認知症の人と家族の立場から、ぼけても安心して暮らせる社会をめざして活動を行ってきました。９４年社団法人化。９２年国際アルツハイマー病協会（本部ロンドン・略称ＡＤＩ）加盟。０４年１０月ＡＤＩ第２０回国際会議を京都で開催（国内外４，０００名を超える参加）。

国際会議以降、本人が語り始め、社会的関心も急速に高まるなど、「認知症新時代」の到来を迎え、０６年名称を「認知症の人と家族の会」に変更しました。

全国４２都道府県にある支部（会員数約１０，０００名）で、家族・本人のつどい、電話等による相談、会報発行等を行い、全国的には、９月２１日の世界アルツハイマーデーなどの啓発活動、行政への要望、機関誌発行、全国研究集会、調査研究などの活動を展開しています。厚生労働大臣には、これまで２２回要望書を提出し、我が国の認知症対策の前進を促してきています。「提言」を行うのは今回が初めて。

はじめに

　認知症の人も家族も、生きている生身の人間。「家族の会」、医療福祉の制度と専門職、薬があいまってこそ、生きることへの支援は可能。

認知症の人の願い＝治りたい、働きたい、社会の役に立ちたい、家族に迷惑を掛けたくない

家族の四つの苦労＝心身ともの疲労、家庭生活の混乱、先行きの不安、孤立無援の思い

１　「家族の会」の役割

1 生きること介護することへの勇気を湧かせる

2 知恵、情報、先の見通しが得られる

3 声を出すことで社会に訴え、対策の前進を促す

　　２　医療福祉の役割

1 本人と家族の現実の生活を改善する

2 正しい知識を与え、無用の不安、介護の困難を軽減する

3 本人と家族から学び、本人と家族に教える

　　３　薬の役割

1 本人と家族に希望を与える

2 医療を変える

3 薬がなくても豊かに生きられることを知らせる

【考察】

講師である高見国生氏は、母親を自宅で約８年間介護の経験をしてきた方だったが、なんとも明るい口調で当時を振り返り、時には笑いも織り交ぜながら淡々と語って頂いた。最近のニュースを見ていると、介護心中のニュースが後を絶たない。こういうニュースをみるたび思うが、「自分だったらそんな事するわけがない。」と思う。ところが、高見氏はこう語るのである「家族介護を経験されてきた方は、少なくとも一度や二度は（親を）殺して自分も楽になりたい。」百聞は一見にしかずである。経験した人にしか、その苦痛や無念さは計り知れないのである。

　だからこそ「同じ体験・経験をしてきた物同士が集まり語り会う機会を作る」のだと高見氏は「家族の会」の意義を唱えた。高見氏の講演を聞き、是非私にもお手伝いできればとさっそく入会の手続きを取る私であった。今回の研修は参加費無料ながらも、今まで体験した事もないような気持ち、考えもしなかった思考に出会う事ができた研修だった。出来る事ならもっと参加者を募って行くべきだったと今更ながら後悔しているところである。「家族の会」の入会手続き案内を１０部程頂いてきたので、さっそく自分のフロアスタッフへ入会を促そうと思う。今回の研修に参加させて頂き本当にありがとうございました。
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